
２０１４北海道夏期セミナー 
 

【実施要領】 

 

1．内  容  北海道各地をまわり、「民族・文化・歴史」、「自然環境・エネルギー」、「農業・酪農・

漁業」、「国際関係」、「観光」等を考える課外教育プログラムです。 

この研修を通じて、総合的な思考力・判断力・創造力を培い、今後の学生生活における 

修学効果の向上を目的とします。 

 

2 ．期  間 平成 26年 8月 20日（水）～8月 29日（金） 

          

3 ．募  集 ①資  格：1～4年次生の学部生（医学部医学科および薬学部の学生は 1～6年次生） 

             なお、過去にセミナーに参加した学生は対象としません。 

         ②人  員：25名程度 

         ③募集期間：平成 26年 4月 1日（火）～4月 30日（水） 

④申込方法：申込書および小論文を作成し、学生課窓口へ提出してください。 

⑤申込場所：学生課 

                

4 ．費  用 1人  30,000円（いかなる理由があっても参加費の払い戻しはしません） 

 

5 ．スケジュール  

          5月 12日（月）        一次選考結果発表【書類】 

           5月 22日（木）、23日（金）  二次選考実施【面接】 

           5月 24日（金）         研修生発表 25名程度決定 

                     ※学生課内掲示および FUポータルで合格者に通知 

                          ※オリエンテーション及びゼミを、合格者決定以降に実施 

           10月中旬           成果報告会 

平成 27年 1月末        報告書完成 

 

6 ．行  程  

          研修地：北海道 

・九州～北海道間の移動は、福岡空港発着の空路を利用します。 

・北海道全土を巡り、その中で「民族・文化・歴史」、「自然環境・エネルギー」、 

「農業・酪農・漁業」、「国際関係」、「観光」等のテーマにかかわる施設・場所等を訪問します。 

・グループ単位での自主研修を 1日程度設けます。 

    

7 ．問い合わせ先：学生課(北海道夏期セミナー係)   電   話:092－871－6631（内線 2613～2615） 

                          E-mail：fugaku@adm.fukuoka-u.ac.jp   
※学生課ロビーに、過去の「夏期セミナー報告書」を設置していますので、参考にしてください。 

 

 

 



 

２０１４ 北海道夏期セミナー（申込書） 
 

◎記入に際しては、黒のボールペンを使用すること。 

＊ 学籍番号： 氏名 

携帯： Eメールアドレス： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 自己ＰＲ  

 

 

 

 

 

②夏期セミナー参加理由 

 

 

 

 

 

 

 
③団体行動をするにあたり、あなたは何ができるか 

 

 

 

 

 



小論文テーマ：「地域と○○を考える」 

      （例）地域と民族、地域と自然環境、地域と農業、地域と医療など 

字 数：自筆で 800字程度 

 

 

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

 


